
【事業戦略】

P o i n t
●デジタルトランスフォーメーションが思うように進まないという悩みを聞く。

●理由は人材不足。現在特に不足しているのはビジネス系のデジタル人材。

●社内のビジネス系スキルをもった人材を現場でOJTすると良い。

　「
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン（
D
X
）」（
※
1
）に
取

り
組
む
企
業
が
増
え
て
い
る
。U
b
e
r
、A
i
r
b
n
b
な
ど
、デ

ジ
タ
ル
技
術
を
強
み
と
し
て
既
存
市
場
を
席
巻
す
る
デ
ィ
ス
ラ
プ

タ
ー（
破
壊
者
）企
業
へ
の
危
機
感
の
高
ま
り
が
背
景
に
あ
る
。そ

の
一
方
、「
全
社
的
な
D
X
は
本
当
に
難
し
い
」と
い
う
企
業
の
声

が
当
社
に
多
数
寄
せ
ら
れ
る
。A
I
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
技
術
の

P
o
C（
※
2
）を
行
っ
た
も
の
の
本
格
展
開
に
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
も

多
い
。

　
D
X
が
思
う
よ
う
に
進
ま
な
い
最
大
の
要
因
は
D
X
を
推
進

す
る「
デ
ジ
タ
ル
人
材
」の
不
足
に
あ
る
。多
く
の
企
業
は
中
途
採

用
を
中
心
と
し
た
外
部
か
ら
の
調
達
で
対
応
し
よ
う
と
す
る
が

苦
戦
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。当
社
推
計
で
は
、「
技
術
革
新
を
リ
ー

ド
し
ビ
ジ
ネ
ス
に
適
用
す
る
専
門
技
術
職
人
材
は
、2
0
3
0
年

時
点
で
約
1
7
0
万
人
不
足
す
る
」こ
と
が
見
込
ま
れ
る（
※
3
）。

マ
ク
ロ
的
に
も
不
足
し
て
い
る
た
め
、外
部
か
ら
の
人
材
獲
得
競

争
は 

し 

れ
つ

熾
烈
を
極
め
て
い
る
。

　
デ
ジ
タ
ル
人
材
と
い
う
と
、A
I
な
ど
、先
端
の
デ
ジ
タ
ル
技
術

に
関
す
る
高
度
な
専
門
知
識
や
、プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
ス
キ
ル
を
も
つ

特
殊
な
技
術
系
の
人
材
を
想
起
す
る
か
も
し
れ
な
い
。し
か
し
、

実
際
の
D
X
の
現
場
で
は
、P
o
C
で
技
術
面
の
確
認
は
で
き
た

も
の
の
、肝
心
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
結
び
つ
か
な
い
ケ
ー
ス
も
散
見
さ
れ

る
。こ
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
で
不
足
し
て
い
る
の
は
技
術
面
の
ス
キ
ル

で
は
な
く
、技
術
を
ビ
ジ
ネ
ス
価
値
に
変
え
る
ス
キ
ル
で
あ
る
。

D
X
の
進
展
に
合
わ
せ
、「
ビ
ジ
ネ
ス・サ
ー
ビ
ス
設
計
」「
組
織
・

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
」と
い
っ
た
ビ
ジ
ネ
ス
系
ス
キ
ル
を
バ
ッ
ク
ボ
ー

ン
に
も
つ
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た「
ビ
ジ
ネ
ス
系
デ
ジ
タ
ル
人
材
」を
確
保
す
る
た
め

に
、外
部
で
は
な
く
社
内
に
目
を
向
け
て
は
ど
う
か
。自
社
内
の
ビ

ジ
ネ
ス
設
計
や
管
理
ス
キ
ル
を
も
ち
、D
X
に
対
し
て
素
養
の
あ

る
社
内
人
材
に
役
割
と
権
限
を
与
え
、技
術
系
デ
ジ
タ
ル
人
材
中

心
の
現
場
で
O
J
T
を
行
い
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
知
見
を
獲
得
さ

せ
る
。現
場
は
自
社
内
で
も
社
外
で
も
よ
い
。日
本
企
業
は
雇
用

慣
行
か
ら
、自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
や
組
織
の
動
か
し
方
を
知
る
人
材

を
豊
富
に
抱
え
て
い
る
。現
場
に
お
け
る
技
術
の
担
い
手
と
の
協

働
に
最
低
限
必
要
な
ス
キ
ル
を
習
得
す
れ
ば
、D
X
に
必
要
な
車

輪
が
回
り
始
め
る
。

［図］デジタルトランスフォーメーション（DX）推進に必要なスキルセット

MAY.2019

三菱総合研究所

寄 稿

MRI MONTHLY REVIEW

出所：三菱総合研究所

C o n t e n t

「デジタルトランスフォーメーション」は
社内人材の育成で

【事業戦略】

農業の担い手の若返りに向けて
魅力ある職場環境の実現を

【働き方】

「都市鉱山」の活用に向けて

【資 源】

成熟社会の

〞

食産業革命〞

【イノベーション】

空飛ぶクルマが
日本の空を走るために

【ビジネス】

（
※
1
）ビ
ジ
ネ
ス
を
変
革
し
な
い
企
業
は
市
場
か
ら
の
撤
退
を
余
儀
な
く
さ
れ
る

－

。

と
の
考
え
に
基
づ
い
て
推
進
す
る
、デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活
用
を
伴
う
新
た
な

価
値
を
生
み
出
す
／
価
値
を
高
め
る
た
め
の
一
連
の
取
り
組
み
。

（
※
2
）Proof of C

oncept

の
略
。新
し
い
概
念
や
理
論
、ア
イ
デ
ア
が
実
現
可
能

で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
た
め
の
簡
易
的
な
試
行
、実
証
実
験
。

（
※
3
）当
社
コ
ラ
ム・レ
ポ
ー
ト「
大
ミ
ス
マ
ッ
チ
時
代
を
乗
り
超
え
る
人
材
戦
略 

第
２
回 

人
材
需
給
の
定
量
試
算
：
技
術
シ
ナ
リ
オ
分
析
が
示
す
職
の
大
ミ
ス

マ
ッ
チ
時
代 

〜
2
0
3
0
年
の
人
材
マ
ッ
ピ
ン
グ
〜
」

https://w
w
w
.m
ri.co.jp/opinion/colum

n/trend/trend_2018
0806.htm

l

コンサルティング部門
経営イノベーション本部　小野寺 光己

「デジタルトランスフォーメーション」は
社内人材の育成で

組織・
プロジェクト管理
● アジャイル
● オープンイノベーション
  など

ビジネス・
サービス設計

● UX/CX
● デザインシンキング
  など

技
術
系
ス
キ
ル

ビ
ジ
ネ
ス
系
ス
キ
ル

データサイエンス・
エンジニアリング

● AI/ビッグデータ
● クラウドなど
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プラチナ社会センター　木附 誠一

MRI MONTHLY REVIEW MRI MONTHLY REVIEW

【ビジネス】

成熟社会の

〞

食産業革命〞

P o i n t
●成熟社会の到来を背景に食へのニーズはパーソナライズ化する。

●データを起点とした、科学的知見とテクノロジーがドライバーとなる。

●「どこでも自分食」による創造的破壊が新ビジネスを創出。

［図］食のパーソナライズ化に関する将来イメージ

出所：三菱総合研究所

【イノベーション】

空飛ぶクルマが
日本の空を走るために

次世代インフラ事業本部　桑島 功

　
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。地
上
面
の
移

動
だ
け
で
な
く
、よ
り
目
的
地
に
早
く
到
着
す
る
た
め
に
、物
理

的
に
制
約
の
少
な
い
空
を
移
動
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、一
般
に「
電
動
」

「
自
動
」「
垂
直
離
着
陸
」が
で
き
る
航
空
機
を
指
す
。日
本
で
は

経
済
産
業
省
が「
空
の
移
動
革
命
に
向
け
た
官
民
協
議
会
」を
立

ち
上
げ
研
究
開
発
を
支
援
し
て
お
り
、同
協
議
会
の
参
加
団
体・

企
業
な
ど
に
よ
る
開
発
が
進
ん
で
い
る
。2
0
2
0
年
東
京
五
輪
で

の
ト
ラ
イ
ア
ル
飛
行
や
2
0
2
0
年
代
半
ば
の
事
業
ス
タ
ー
ト
を

目
指
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
が
、世
界
に
比
べ
る
と
遅
れ
気
味
だ
。

ド
バ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
2
0
1
9
年
度
に
も
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
を
使
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
用
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、近
々
に

実
導
入
が
始
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
海
外
で
の
試
行
運
用
の
状
況
を
見
る
と
、操
縦
者
が
搭
乗
し
た

運
用
と
遠
隔
操
縦
に
よ
る
運
用
の
2
通
り
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
今
後
は
、将
来
の「
完
全
自
動
運
転
化
」に
向
け
て
段
階

的
に
試
行
運
用
が
進
む
だ
ろ
う
。現
在
実
証
が
進
ん
で
い
る
2
通

り
の
方
式
の
う
ち
、操
縦
者
が
乗
る
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
に
関
し
て
は
、

日
本
で
も
早
期
に
導
入
が
進
む
可
能
性
が
あ
る（
図
）。今
後
に
備

え
て
運
行
環
境
や
運
用
面
に
関
す
る
整
備
、機
体
の
安
全
性
確

保（
※
1
）、さ
ら
に
は
操
縦
士
免
許（
※
2
）の
あ
り
方
な
ど
の
運
用

ル
ー
ル
を
早
期
に
検
討
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
遠
隔
操
縦
や
将
来
の
無
人
飛
行
に
向
け
て
、現
在
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
飛
行
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
参

考
に
な
る
。目
視
外（
操
縦
者
が
肉
眼
で
監
視
し
て
い
な
い
状
態
）

で
第
三
者
の
上
空（
操
縦
者
と
そ
の
関
係
者
以
外
の
人
の
上
空
）

を
飛
行
す
る
際
の
規
定
な
ど
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め
の
要
件

が
時
間
を
か
け
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
の
知
見
を
糧
に
、日

本
で
要
求
さ
れ
る
高
い
安
全
要
件
に
正
対
し
つ
つ
、空
飛
ぶ
ク
ル
マ

の
安
全
性
と
利
便
性
を
共
存
さ
せ
た
ル
ー
ル
の
実
現
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
。

　
日
本
企
業
に
よ
る
開
発
促
進
の
観
点
か
ら
も
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の

ル
ー
ル
づ
く
り
が
急
が
れ
る
。日
本
の
土
地
や
風
土
に
応
じ
た
ル
ー

ル
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、特
区
を
活
用
し
実
証
実
験
に
着
手
す

る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
※
1
）耐
空
証
明・型
式
証
明
取
得
を
含
む
。

（
※
2
）乗
員
側
と
地
上
の
管
制
側
の
両
面
で
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

P o i n t
●空飛ぶクルマが国内外で注目。有人、無人の試行運用も盛んに。

●日本でも、まず有人飛行に関するルールづくりが求められる。

●ドローン飛行の議論も踏まえて早期かつ安全な運用ルールの策定を。

［図］日本の空飛ぶクルマ「SkyDrive※」の航行イメージ

出所：CARTIVATOR/SkyDrive

（
※
1
）社
員
の
ス
マ
ホ
に
一
人
ひ
と
り
の
健
康
に
合
っ
た
献
立
を
推
奨
す
る「
健
康

社
食
ア
プ
リ
」や
、エ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
に
所
属
す
る
管
理
栄
養
士・栄
養
士
が

食
習
慣
見
直
し
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
健
康
社
食
コ
ー
チ
」で
構
成
。

（
※
2
）サ
ー
ビ
ス
名「
肌
U
p
！
」。無
料
会
員
に
は
生
活
習
慣
と
肌
と
の
関
係
を

示
す
情
報
を
提
供
。有
料
会
員
に
な
れ
ば
食
事
内
容
の
分
析
と
腸
内
環
境

な
ど
に
関
す
る
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
。

　
成
熟
社
会
の
到
来
で
、生
活
者
は
効
率
性
や
経
済
性
よ
り
も
、

生
き
が
い
や
精
神
的
豊
か
さ
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ニ
ー
ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
。商
品
製
造
も
、少
品
目
を
大
量
生
産
す
る
方

式
か
ら
多
品
目
を
少
量
ず
つ
生
産
す
る
方
式
へ
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

る
。併
せ
て
、メ
タ
ボ
該
当
者
や
在
宅
介
護
世
帯
が
急
増
す
る
な

ど
健
康
や
高
齢
化
に
関
す
る
社
会
課
題
も
深
刻
化
し
て
い
る
。こ

う
し
た
動
向
を
背
景
に
、個
人
の
嗜
好
や
健
康
状
態
に
合
わ
せ
、

食
の
ニ
ー
ズ
は
パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
す
る
だ
ろ
う
。

　
食
品
メ
ー
カ
ー
や
流
通
業
者
な
ど
供
給
側
は
従
来
、自
社
ブ
ラ

ン
ド
品
の
生
産
効
率
の
向
上
と
市
場
展
開
に
主
眼
を
置
き
、工
場

な
ど
で
規
格
品
を
大
量
生
産
し
て
き
た
。パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
が

進
め
ば
、生
活
者
個
々
の
Q
O
L
向
上
に
向
き
合
い
、食
感
や
味

に
関
す
る
微
小
な
差
や
こ
だ
わ
り
を
重
視
す
る
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
型

の
商
品・サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、個
人
の
嗜
好
や
健
康
状
態
に
配
慮

し
た
レ
シ
ピ
デ
ー
タ
で
あ
る
。そ
し
て
、栄
養
や
健
康
に
関
す
る
科

学
的
知
見
と
、A
I
や
I
o
T
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
な
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
鍵
を
握
る
。科
学
的
知
見
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
ド
ラ
イ

バ
ー
と
し
て
、味
覚
セ
ン
サ
ー
、3
D
フ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
ー
、調
理
ロ

ボ
ッ
ト
と
い
っ
た
革
新
的
な
ツ
ー
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
デ
ー
タ
や
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、料
理
店
や
宅
配
業

者
な
ど
が
注
文
に
応
じ
た
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
型
の
食
事
を
提
供
す
る

「
オ
ー
ダ
ー
メ
イ
ド
」の
萌
芽
は
す
で
に
見
え
て
い
る
。エ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
は
、社
員
一
人
ひ
と
り
の
健
康
診
断
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に
、

社
員
食
堂
の
献
立
を
個
別
に
推
奨
す
る
サ
ー
ビ
ス（
※
1
）を
開
始

し
た
。凸
版
印
刷
は
女
性
の
肌
を
き
れ
い
に
す
る
食
生
活
の
あ
り

方
を
、生
活
習
慣
や
健
康
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
助
言
す
る
サ
ー
ビ
ス

（
※
2
）を
展
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
家
庭
用
の
3
D
フ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
調
理

家
電
が
浸
透
す
れ
ば
、デ
ー
タ
に
基
づ
き
自
宅
で
最
適
な
料
理
を

作
る「
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
」が
可
能
に
な
る
。究
極
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

生
産
と
も
言
う
べ
き「
ど
こ
で
も
自
分
食
」が
実
現
す
る
の
で
あ
る

（
図
）。そ
う
な
れ
ば
、多
様
な
業
種
の
参
入
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

ビ
ジ
ネ
ス
が
創
出
さ
れ
る
一
方
、従
来
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
創

造
的
破
壊
に
見
舞
わ
れ
る
。こ
う
し
た〝
食
産
業
革
命
〞は
い
ず
れ

世
界
に
も
波
及
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

2014年：1/5スケール試作機

2018年：無人試作機飛行試験を実施

2019年内：有人試作機飛行試験

2023年：有人機販売開始を目標

※株式会社SkyDrive、
　有志団体CARTIVATORによる共同開発

どこでも自分食

オーダーメイド カスタムメイド

供給者側が
注文に応じて提供

消費者側で調理

食品の製造・販売
● 業務用3Dプリンター
  調理ロボットなど

● 家庭用3Dプリンター
  スマート調理家電など

● 食事、健康状態、
  嗜好…

消費者
データ

● 栄養、機能性成分、
  かみやすさ、味覚…

食関連
データ

解 析 記 録

登 録 情報提供

レシピデータを送信
消費者

外食、中食、給食など

イラスト：Adobe Stock
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【ビジネス】

成熟社会の

〞

食産業革命〞

P o i n t
●成熟社会の到来を背景に食へのニーズはパーソナライズ化する。

●データを起点とした、科学的知見とテクノロジーがドライバーとなる。

●「どこでも自分食」による創造的破壊が新ビジネスを創出。

［図］食のパーソナライズ化に関する将来イメージ

出所：三菱総合研究所

【イノベーション】

空飛ぶクルマが
日本の空を走るために

次世代インフラ事業本部　桑島 功

　
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
に
世
界
の
注
目
が
集
ま
っ
て
い
る
。地
上
面
の
移

動
だ
け
で
な
く
、よ
り
目
的
地
に
早
く
到
着
す
る
た
め
に
、物
理

的
に
制
約
の
少
な
い
空
を
移
動
す
る
ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
る
。

　
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の
明
確
な
定
義
は
な
い
が
、一
般
に「
電
動
」

「
自
動
」「
垂
直
離
着
陸
」が
で
き
る
航
空
機
を
指
す
。日
本
で
は

経
済
産
業
省
が「
空
の
移
動
革
命
に
向
け
た
官
民
協
議
会
」を
立

ち
上
げ
研
究
開
発
を
支
援
し
て
お
り
、同
協
議
会
の
参
加
団
体・

企
業
な
ど
に
よ
る
開
発
が
進
ん
で
い
る
。2
0
2
0
年
東
京
五
輪
で

の
ト
ラ
イ
ア
ル
飛
行
や
2
0
2
0
年
代
半
ば
の
事
業
ス
タ
ー
ト
を

目
指
し
て
い
る
企
業
も
あ
る
が
、世
界
に
比
べ
る
と
遅
れ
気
味
だ
。

ド
バ
イ
や
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
2
0
1
9
年
度
に
も
空
飛
ぶ
ク
ル

マ
を
使
っ
た
タ
ク
シ
ー
の
試
行
運
用
が
計
画
さ
れ
て
お
り
、近
々
に

実
導
入
が
始
ま
っ
て
も
お
か
し
く
な
い
状
況
に
あ
る
。

　
海
外
で
の
試
行
運
用
の
状
況
を
見
る
と
、操
縦
者
が
搭
乗
し
た

運
用
と
遠
隔
操
縦
に
よ
る
運
用
の
2
通
り
が
想
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ら
に
今
後
は
、将
来
の「
完
全
自
動
運
転
化
」に
向
け
て
段
階

的
に
試
行
運
用
が
進
む
だ
ろ
う
。現
在
実
証
が
進
ん
で
い
る
2
通

り
の
方
式
の
う
ち
、操
縦
者
が
乗
る
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
に
関
し
て
は
、

日
本
で
も
早
期
に
導
入
が
進
む
可
能
性
が
あ
る（
図
）。今
後
に
備

え
て
運
行
環
境
や
運
用
面
に
関
す
る
整
備
、機
体
の
安
全
性
確

保（
※
1
）、さ
ら
に
は
操
縦
士
免
許（
※
2
）の
あ
り
方
な
ど
の
運
用

ル
ー
ル
を
早
期
に
検
討
開
始
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
遠
隔
操
縦
や
将
来
の
無
人
飛
行
に
向
け
て
、現
在
急
ピ
ッ
チ
で

進
め
ら
れ
て
い
る
ド
ロ
ー
ン
飛
行
に
関
す
る
ル
ー
ル
づ
く
り
が
参

考
に
な
る
。目
視
外（
操
縦
者
が
肉
眼
で
監
視
し
て
い
な
い
状
態
）

で
第
三
者
の
上
空（
操
縦
者
と
そ
の
関
係
者
以
外
の
人
の
上
空
）

を
飛
行
す
る
際
の
規
定
な
ど
安
全
性
を
担
保
す
る
た
め
の
要
件

が
時
間
を
か
け
て
検
討
さ
れ
て
い
る
。こ
こ
で
の
知
見
を
糧
に
、日

本
で
要
求
さ
れ
る
高
い
安
全
要
件
に
正
対
し
つ
つ
、空
飛
ぶ
ク
ル
マ

の
安
全
性
と
利
便
性
を
共
存
さ
せ
た
ル
ー
ル
の
実
現
を
目
指
す

必
要
が
あ
る
。

　
日
本
企
業
に
よ
る
開
発
促
進
の
観
点
か
ら
も
空
飛
ぶ
ク
ル
マ
の

ル
ー
ル
づ
く
り
が
急
が
れ
る
。日
本
の
土
地
や
風
土
に
応
じ
た
ル
ー

ル
整
備
を
進
め
る
た
め
に
、特
区
を
活
用
し
実
証
実
験
に
着
手
す

る
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
施
策
に
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

（
※
1
）耐
空
証
明・型
式
証
明
取
得
を
含
む
。

（
※
2
）乗
員
側
と
地
上
の
管
制
側
の
両
面
で
ル
ー
ル
づ
く
り
が
必
要
と
な
る
。

P o i n t
●空飛ぶクルマが国内外で注目。有人、無人の試行運用も盛んに。

●日本でも、まず有人飛行に関するルールづくりが求められる。

●ドローン飛行の議論も踏まえて早期かつ安全な運用ルールの策定を。

［図］日本の空飛ぶクルマ「SkyDrive※」の航行イメージ

出所：CARTIVATOR/SkyDrive
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の
ス
マ
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に
一
人
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の
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に
合
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た
献
立
を
推
奨
す
る「
健
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社
食
ア
プ
リ
」や
、エ
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ム
サ
ー
ビ
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に
所
属
す
る
管
理
栄
養
士・栄
養
士
が

食
習
慣
見
直
し
な
ど
を
サ
ポ
ー
ト
す
る「
健
康
社
食
コ
ー
チ
」で
構
成
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（
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2
）サ
ー
ビ
ス
名「
肌
U
p
！
」。無
料
会
員
に
は
生
活
習
慣
と
肌
と
の
関
係
を

示
す
情
報
を
提
供
。有
料
会
員
に
な
れ
ば
食
事
内
容
の
分
析
と
腸
内
環
境

な
ど
に
関
す
る
検
査
の
結
果
を
踏
ま
え
、個
別
の
ア
ド
バ
イ
ス
が
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
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成
熟
社
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の
到
来
で
、生
活
者
は
効
率
性
や
経
済
性
よ
り
も
、

生
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が
い
や
精
神
的
豊
か
さ
を
重
視
す
る
よ
う
に
な
り
ニ
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ズ
が

多
様
化
し
て
い
る
。商
品
製
造
も
、少
品
目
を
大
量
生
産
す
る
方

式
か
ら
多
品
目
を
少
量
ず
つ
生
産
す
る
方
式
へ
シ
フ
ト
し
つ
つ
あ

る
。併
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て
、メ
タ
ボ
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当
者
や
在
宅
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護
世
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が
急
増
す
る
な

ど
健
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や
高
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化
に
関
す
る
社
会
課
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も
深
刻
化
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て
い
る
。こ

う
し
た
動
向
を
背
景
に
、個
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の
嗜
好
や
健
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状
態
に
合
わ
せ
、

食
の
ニ
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は
パ
ー
ソ
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ラ
イ
ズ
化
す
る
だ
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う
。

　
食
品
メ
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カ
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や
流
通
業
者
な
ど
供
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は
従
来
、自
社
ブ
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ン
ド
品
の
生
産
効
率
の
向
上
と
市
場
展
開
に
主
眼
を
置
き
、工
場

な
ど
で
規
格
品
を
大
量
生
産
し
て
き
た
。パ
ー
ソ
ナ
ラ
イ
ズ
化
が

進
め
ば
、生
活
者
個
々
の
Q
O
L
向
上
に
向
き
合
い
、食
感
や
味

に
関
す
る
微
小
な
差
や
こ
だ
わ
り
を
重
視
す
る
ロ
ン
グ
テ
ー
ル
型

の
商
品・サ
ー
ビ
ス
が
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
。

　
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
、個
人
の
嗜
好
や
健
康
状
態
に
配
慮

し
た
レ
シ
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デ
ー
タ
で
あ
る
。そ
し
て
、栄
養
や
健
康
に
関
す
る
科

学
的
知
見
と
、A
I
や
I
o
T
、ビ
ッ
グ
デ
ー
タ
活
用
な
ど
の
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
が
鍵
を
握
る
。科
学
的
知
見
と
テ
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ロ
ジ
ー
を
ド
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バ
ー
と
し
て
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覚
セ
ン
サ
ー
、3
D
フ
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ド
プ
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ー
、調
理
ロ
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ッ
ト
と
い
っ
た
革
新
的
な
ツ
ー
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
デ
ー
タ
や
ツ
ー
ル
を
活
用
し
て
、料
理
店
や
宅
配
業

者
な
ど
が
注
文
に
応
じ
た
ロ
ン
グ
テ
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ル
型
の
食
事
を
提
供
す
る

「
オ
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ダ
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メ
イ
ド
」の
萌
芽
は
す
で
に
見
え
て
い
る
。エ
ー
ム
サ
ー

ビ
ス
は
、社
員
一
人
ひ
と
り
の
健
康
診
断
デ
ー
タ
な
ど
を
も
と
に
、

社
員
食
堂
の
献
立
を
個
別
に
推
奨
す
る
サ
ー
ビ
ス（
※
1
）を
開
始

し
た
。凸
版
印
刷
は
女
性
の
肌
を
き
れ
い
に
す
る
食
生
活
の
あ
り

方
を
、生
活
習
慣
や
健
康
デ
ー
タ
を
踏
ま
え
助
言
す
る
サ
ー
ビ
ス

（
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）を
展
開
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
家
庭
用
の
3
D
フ
ー
ド
プ
リ
ン
タ
ー
や
ス
マ
ー
ト
調
理

家
電
が
浸
透
す
れ
ば
、デ
ー
タ
に
基
づ
き
自
宅
で
最
適
な
料
理
を

作
る「
カ
ス
タ
ム
メ
イ
ド
」が
可
能
に
な
る
。究
極
の
オ
ン
デ
マ
ン
ド

生
産
と
も
言
う
べ
き「
ど
こ
で
も
自
分
食
」が
実
現
す
る
の
で
あ
る

（
図
）。そ
う
な
れ
ば
、多
様
な
業
種
の
参
入
に
よ
っ
て
さ
ま
ざ
ま
な

ビ
ジ
ネ
ス
が
創
出
さ
れ
る
一
方
、従
来
の
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
は
創

造
的
破
壊
に
見
舞
わ
れ
る
。こ
う
し
た〝
食
産
業
革
命
〞は
い
ず
れ

世
界
に
も
波
及
し
て
い
く
だ
ろ
う
。

2014年：1/5スケール試作機

2018年：無人試作機飛行試験を実施

2019年内：有人試作機飛行試験

2023年：有人機販売開始を目標

※株式会社SkyDrive、
　有志団体CARTIVATORによる共同開発

どこでも自分食

オーダーメイド カスタムメイド

供給者側が
注文に応じて提供

消費者側で調理

食品の製造・販売
● 業務用3Dプリンター
  調理ロボットなど

● 家庭用3Dプリンター
  スマート調理家電など

● 食事、健康状態、
  嗜好…

消費者
データ

● 栄養、機能性成分、
  かみやすさ、味覚…

食関連
データ

解 析 記 録

登 録 情報提供

レシピデータを送信
消費者

外食、中食、給食など

イラスト：Adobe Stock
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【資 源】

政策・経済研究センター　清水 紹寛

P o i n t
●2050年には世界的な鉱物資源の深刻な不足が懸念される。

●資源小国と言われる日本だが「都市鉱山」の規模は世界有数。

●都市鉱山の活用に向け、再資源化技術の確立と循環システムの整備を。

［図］「都市鉱山」活用に向けた多様な循環サイクル

出所：三菱総合研究所

【働き方】

農業の担い手の若返りに向けて
魅力ある職場環境の実現を

地域創生事業本部　水野 友美

　
日
本
の
農
家
数
は
減
少
し
続
け
て
い
る
。そ
れ
と
と
も
に
農
地

の
集
約
と
営
農
規
模
の
拡
大
、組
織
化
が
進
ん
で
お
り
、新
技
術

の
導
入
拡
大
に
よ
っ
て
生
産
性
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。農
業
就
労

者
の
高
齢
化
が
指
摘
さ
れ
て
久
し
い
が
、新
た
に
農
業
を
始
め
た

「
新
規
就
農
者
」（
※
1
）に
限
れ
ば
、49
歳
以
下
の
就
労
者
の
比
率

は
10
年
間
で
9
％
ポ
イ
ン
ト
近
く
増
加
し
た（
図
）。農
業
経
営
体

な
ど
に「
就
職
す
る
」な
ど
、就
労
形
態
の
変
化
に
よ
る
若
手
の
参

画
は
、こ
れ
か
ら
の
農
業
の
担
い
手
問
題
を
解
決
す
る
上
で
一
考

に
値
す
る
。

　
農
業
に
お
け
る
働
き
方
改
革
の
動
き
と
し
て
は
、2
0
1
5
年

7
月
に
設
立
さ
れ
た
、リ
ー
フ
レ
タ
ス
を
水
耕
栽
培
で
生
産
、販
売

す
る
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
株
式
会
社（
大
分
県
国
東
市
）（
※
2
）の
取

り
組
み
が
参
考
に
な
る
。新
た
な
担
い
手
と
し
て
女
性
の
活
用
に

積
極
的
で
、10
代
か
ら
60
代
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
の
女
性
が
同
社

で
生
産
に
従
事
し
て
い
る
。栽
培
に
か
か
る
作
業
の
軽
量
化
や
機

械
化
、柔
軟
な
勤
務
形
態
の
適
用
な
ど
女
性
の
働
き
や
す
さ
を
追

求
す
る
こ
と
で
、ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
て
働
く
こ
と
が
で
き
る

環
境
を
整
え
た
。こ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
評
価
さ
れ
、2
0
1
8

年
に
は
国
か
ら「
デ
ィ
ス
カ
バ
ー

　
　
む
　
　
ら
　
　

農
山
漁
村
の
宝
」（
※
3
）の
特
別

賞
を
受
賞
し
て
い
る
。

　
有
限
会
社
ア
グ
リ
マ
イ
ン
ド（
山
梨
県
北
杜
市
）で
は
若
手
の

キ
ャ
リ
ア
形
成
を
支
援
し
、組
織
的
な
ト
マ
ト
栽
培
に
取
り
組
ん

で
い
る
。日
射
量
に
恵
ま
れ
た
地
の
利
を
活
か
し
、先
端
技
術
に
よ

る
環
境
制
御
と
生
産
計
画
に
よ
り
、日
本
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
10

ア
ー
ル
あ
た
り
80
ト
ン
と
い
う
収
量
を
達
成
し
た
。同
社
は
大
学

で
農
業
を
学
ん
で
い
る
学
生
に
対
し
、「
幹
部
候
補
生
へ
の
登
用
も

あ
る
」な
ど
の
キ
ャ
リ
ア
イ
メ
ー
ジ
を
明
確
に
示
し
て
ア
ピ
ー
ル
し

て
い
る
。防
除
管
理
者
や
栽
培
管
理
者
な
ど
重
要
な
役
職
を
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
と
し
て
与
え
、実
地
で
の
育
成
も
綿
密
に
施
し
て
い

る
。「
土
日
に
休
め
る
農
業
」な
ど
就
労
環
境
の
さ
ら
な
る
改
善
も

目
標
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。

　
ウ
ー
マ
ン
メ
イ
ク
に
見
ら
れ
る「
多
様
な
働
き
方
」へ
の
対
応

や
、ア
グ
リ
マ
イ
ン
ド
が
実
践
す
る「
キ
ャ
リ
ア
形
成
支
援
」「
イ
ン

セ
ン
テ
ィ
ブ
付
与
」は
若
い
働
き
手
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
向
上
さ

せ
る
。農
業
以
外
の
産
業
の
よ
う
に「
成
果
の
可
視
化
」「
評
価
へ

の
納
得
感
」な
ど
働
く
意
欲
を
維
持
す
る
た
め
の
さ
ら
な
る
仕
組

み
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

P o i n t
●農業の担い手問題に明るい兆しが見えてきた。

●若者の定着に向け魅力ある職場環境の整備が必要。

●ポイントは、働く意欲を維持するための仕組みづくりである。

［図］新規就農者の年齢構成の推移（2007年と2017年）

出所：農林水産省「新規就農者調査」を基に三菱総合研究所作成

（
※
1
）https://w

w
w
.nim

s.go.jp/research/elem
ents/rare-m

etal/
probrem

/dryness.htm
l

（
※
2
）サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
設
計
機
構
に
よ
る
試
算
。

http://susdi.org/w
p/data/post-90/

（
※
3
）Yang Shi, G

en C
hen, Zheng C

hen （2018

）, Effective regene-
ration of LiC

oO
2 from

 spent lithium
-ion batteries: a direct 

approach tow
ards high-perform

ance active particles

（
※
1
）新
規
自
営
農
業
就
農
者
、新
規
雇
用
就
農
者
、新
規
参
入
者
の
合
計
。

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sinki/gaiyou/

（
※
2
）業
績
は
好
調
で
2
0
1
7
年
6
月
期
に
4
，2
0
0
万
円
の
売
り
上
げ
が
、

2
0
1
8
年
6
月
期
は
、6
，2
0
0
万
円
に
拡
大
し
て
い
る
。

（
※
3
）内
閣
官
房
と
農
林
水
産
省
が「
強
い
農
林
水
産
業
」「
美
し
く
活
力
あ
る
農

山
漁
村
」の
実
現
に
向
け
て
地
域
の
活
性
化
、所
得
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
優
良
事
例
を
選
定
し
、全
国
に
発
信
し
て
い
る
。2
0
1
4
年
の
第
1
回

か
ら
毎
年
実
施
。

　
国
連
の
推
計
に
よ
る
と
、2
0
5
0
年
に
は
世
界
人
口
は
98
億

人
に
達
す
る
。食
料
や
水
、エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
加
え
て
、鉱
物
資

源
は
特
に
深
刻
な
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
物
質・材
料
研
究
機
構
の
レ
ポ
ー
ト（
※
1
）に
よ
れ
ば
、新
興
国

の
経
済
発
展
に
よ
る
消
費
急
増
に
伴
い
、2
0
5
0
年
に
か
け
て

鉱
物
資
源
の
枯
渇
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。需
給
バ
ラ
ン
ス
の
見
通
し

が
特
に
立
た
な
い
の
が
、①
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
で
あ
る
銅
・
鉛
・
亜
鉛
・

ス
ズ
、②
貴
金
属
の
金
や
銀
、③
液
晶
パ
ネ
ル
の
電
極
の
原
料
に
使

わ
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
、な
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
金
属

は
、採
算
を
考
慮
せ
ず
、存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
全
て
の
埋
蔵

量
を
採
り
尽
く
し
た
と
し
て
も
、需
要
を
満
た
せ
な
い
と
い
う
。

　
解
決
策
と
し
て
は
、節
約
や
代
替
資
源
の
開
拓
の
ほ
か
、使
用

済
み
と
な
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
工
業
製
品
の「
都
市
鉱
山
」か
ら
再

資
源
化
す
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。実
は
、日
本
の
都
市
鉱
山
に
は
、

銅
や
鉛
で
世
界
全
体
の
埋
蔵
量
の
5
%
前
後
、金
・
銀
で
は
10
%

前
後
に
あ
た
る
量
が
眠
っ
て
い
る（
※
2
）。日
本
は
天
然
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
が
、都
市
鉱
山
を
含
め
れ
ば
、世
界
有
数

の
資
源
保
有
国
と
の
見
方
も
で
き
る
の
だ
。

　
再
資
源
化
の
手
法
で
は
、従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る「
リ
ユ
ー
ス

（
製
品
の
再
利
用
）」、「
リ
サ
イ
ク
ル（
資
源
単
位
の
再
利
用
）」

に
加
え
、両
者
の
中
間
と
も
言
う
べ
き
部
品
・
部
材
の
単
位
で
再

生
を
行
う「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」の
技
術
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ

る
。例
え
ば
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
電
気
自
動
車（
E
V
）に
使
わ
れ

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
再
生
に
適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
カ
ソ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
電
極
部
材

の
粒
子
を
取
り
出
し
て
一
定
の
化
学
反
応
を
さ
せ
る
と
、再
利

用
が
可
能
に
な
る
と
の
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
※
3
）。

資
源
単
位
の
再
生
に
比
べ
て
コ
ス
ト
的
に
も
ペ
イ
す
る
可
能
性
が

高
い
。こ
れ
ら
の
手
法
に
よ
る
、多
様
な
循
環
サ
イ
ク
ル
が
求
め
ら

れ
る（
図
）。

　
併
せ
て
、本
来
の
天
然
鉱
山
と
同
様
、都
市
鉱
山
を
ペ
イ
さ
せ

る
に
は
、大
量
の
資
源
を
効
率
よ
く
回
収
し
て
濃
集
す
る
仕
組
み

が
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、売
り
切
り
型
で
は
な
く
、破

棄
に
至
る
ま
で
の
管
理
を
徹
底
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。以
上
の
よ
う
な
新
技
術
と
シ
ス
テ
ム
が
、都
市
鉱
山

の
フ
ル
活
用
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

MRI MONTHLY REVIEW MRI MONTHLY REVIEW

「都市鉱山」の活用に向けて

2007年 2017年

73,460人50歳以上
71.3%

40歳以上
49歳以下
9.1%

39歳以下
19.5%

55,670人50歳以上
62.7% 40歳以上

49歳以下
11.2%

39歳以下
26.1%

新規投入 資 源

廃 棄

溶 解 分 離 評 価 回 収

部品・部材 製 品

リサイクル
● 資源単位で再生。
  別の製品に投入も

リフレッシュメント
● 部品・部材単位で再生。
  コスト低下も

リユース
● 可能であれば製品
  として再利用

使 

用
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●2050年には世界的な鉱物資源の深刻な不足が懸念される。

●資源小国と言われる日本だが「都市鉱山」の規模は世界有数。

●都市鉱山の活用に向け、再資源化技術の確立と循環システムの整備を。

［図］「都市鉱山」活用に向けた多様な循環サイクル

出所：三菱総合研究所
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し
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が
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に
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業
を
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た

「
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就
農
者
」（
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）に
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ば
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以
下
の
就
労
者
の
比
率

は
10
年
間
で
9
％
ポ
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ン
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く
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加
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図
）。農
業
経
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体

な
ど
に「
就
職
す
る
」な
ど
、就
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形
態
の
変
化
に
よ
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若
手
の
参
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は
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の
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業
の
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を
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上
で
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に
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で
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の
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に
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ま
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の
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に
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た
め
の
さ
ら
な
る
仕
組

み
づ
く
り
に
も
取
り
組
む
べ
き
で
あ
る
。

P o i n t
●農業の担い手問題に明るい兆しが見えてきた。

●若者の定着に向け魅力ある職場環境の整備が必要。

●ポイントは、働く意欲を維持するための仕組みづくりである。

［図］新規就農者の年齢構成の推移（2007年と2017年）

出所：農林水産省「新規就農者調査」を基に三菱総合研究所作成

（
※
1
）https://w

w
w
.nim

s.go.jp/research/elem
ents/rare-m

etal/
probrem

/dryness.htm
l

（
※
2
）サ
ス
テ
イ
ナ
ビ
リ
テ
ィ
技
術
設
計
機
構
に
よ
る
試
算
。

http://susdi.org/w
p/data/post-90/

（
※
3
）Yang Shi, G

en C
hen, Zheng C

hen （2018

）, Effective regene-
ration of LiC

oO
2 from

 spent lithium
-ion batteries: a direct 

approach tow
ards high-perform

ance active particles

（
※
1
）新
規
自
営
農
業
就
農
者
、新
規
雇
用
就
農
者
、新
規
参
入
者
の
合
計
。

http://w
w
w
.m
aff.go.jp/j/tokei/kouhyou/sinki/gaiyou/

（
※
2
）業
績
は
好
調
で
2
0
1
7
年
6
月
期
に
4
，2
0
0
万
円
の
売
り
上
げ
が
、

2
0
1
8
年
6
月
期
は
、6
，2
0
0
万
円
に
拡
大
し
て
い
る
。

（
※
3
）内
閣
官
房
と
農
林
水
産
省
が「
強
い
農
林
水
産
業
」「
美
し
く
活
力
あ
る
農

山
漁
村
」の
実
現
に
向
け
て
地
域
の
活
性
化
、所
得
向
上
に
取
り
組
ん
で
い

る
優
良
事
例
を
選
定
し
、全
国
に
発
信
し
て
い
る
。2
0
1
4
年
の
第
1
回

か
ら
毎
年
実
施
。

　
国
連
の
推
計
に
よ
る
と
、2
0
5
0
年
に
は
世
界
人
口
は
98
億

人
に
達
す
る
。食
料
や
水
、エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
に
加
え
て
、鉱
物
資

源
は
特
に
深
刻
な
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
。

　
物
質・材
料
研
究
機
構
の
レ
ポ
ー
ト（
※
1
）に
よ
れ
ば
、新
興
国

の
経
済
発
展
に
よ
る
消
費
急
増
に
伴
い
、2
0
5
0
年
に
か
け
て

鉱
物
資
源
の
枯
渇
リ
ス
ク
は
高
ま
る
。需
給
バ
ラ
ン
ス
の
見
通
し

が
特
に
立
た
な
い
の
が
、①
ベ
ー
ス
メ
タ
ル
で
あ
る
銅
・
鉛
・
亜
鉛
・

ス
ズ
、②
貴
金
属
の
金
や
銀
、③
液
晶
パ
ネ
ル
の
電
極
の
原
料
に
使

わ
れ
る
レ
ア
メ
タ
ル
の
イ
ン
ジ
ウ
ム
、な
ど
で
あ
る
。こ
れ
ら
の
金
属

は
、採
算
を
考
慮
せ
ず
、存
在
が
確
認
さ
れ
て
い
る
全
て
の
埋
蔵

量
を
採
り
尽
く
し
た
と
し
て
も
、需
要
を
満
た
せ
な
い
と
い
う
。

　
解
決
策
と
し
て
は
、節
約
や
代
替
資
源
の
開
拓
の
ほ
か
、使
用

済
み
と
な
っ
て
廃
棄
さ
れ
た
工
業
製
品
の「
都
市
鉱
山
」か
ら
再

資
源
化
す
る
方
法
な
ど
が
あ
る
。実
は
、日
本
の
都
市
鉱
山
に
は
、

銅
や
鉛
で
世
界
全
体
の
埋
蔵
量
の
5
%
前
後
、金
・
銀
で
は
10
%

前
後
に
あ
た
る
量
が
眠
っ
て
い
る（
※
2
）。日
本
は
天
然
資
源
に
恵

ま
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
が
、都
市
鉱
山
を
含
め
れ
ば
、世
界
有
数

の
資
源
保
有
国
と
の
見
方
も
で
き
る
の
だ
。

　
再
資
源
化
の
手
法
で
は
、従
来
か
ら
言
わ
れ
て
い
る「
リ
ユ
ー
ス

（
製
品
の
再
利
用
）」、「
リ
サ
イ
ク
ル（
資
源
単
位
の
再
利
用
）」

に
加
え
、両
者
の
中
間
と
も
言
う
べ
き
部
品
・
部
材
の
単
位
で
再

生
を
行
う「
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
メ
ン
ト
」の
技
術
が
開
発
さ
れ
つ
つ
あ

る
。例
え
ば
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
電
気
自
動
車（
E
V
）に
使
わ
れ

る
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
再
生
に
適
用
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ

る
。リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
カ
ソ
ー
ド
と
呼
ば
れ
る
電
極
部
材

の
粒
子
を
取
り
出
し
て
一
定
の
化
学
反
応
を
さ
せ
る
と
、再
利

用
が
可
能
に
な
る
と
の
研
究
結
果
が
報
告
さ
れ
て
い
る（
※
3
）。

資
源
単
位
の
再
生
に
比
べ
て
コ
ス
ト
的
に
も
ペ
イ
す
る
可
能
性
が

高
い
。こ
れ
ら
の
手
法
に
よ
る
、多
様
な
循
環
サ
イ
ク
ル
が
求
め
ら

れ
る（
図
）。

　
併
せ
て
、本
来
の
天
然
鉱
山
と
同
様
、都
市
鉱
山
を
ペ
イ
さ
せ

る
に
は
、大
量
の
資
源
を
効
率
よ
く
回
収
し
て
濃
集
す
る
仕
組
み

が
不
可
欠
で
あ
る
。そ
の
た
め
に
は
、売
り
切
り
型
で
は
な
く
、破

棄
に
至
る
ま
で
の
管
理
を
徹
底
で
き
る
シ
ス
テ
ム
を
整
え
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。以
上
の
よ
う
な
新
技
術
と
シ
ス
テ
ム
が
、都
市
鉱
山

の
フ
ル
活
用
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。

MRI MONTHLY REVIEW MRI MONTHLY REVIEW

「都市鉱山」の活用に向けて

2007年 2017年

73,460人50歳以上
71.3%

40歳以上
49歳以下
9.1%

39歳以下
19.5%

55,670人50歳以上
62.7% 40歳以上

49歳以下
11.2%

39歳以下
26.1%

新規投入 資 源

廃 棄

溶 解 分 離 評 価 回 収

部品・部材 製 品

リサイクル
● 資源単位で再生。
  別の製品に投入も

リフレッシュメント
● 部品・部材単位で再生。
  コスト低下も

リユース
● 可能であれば製品
  として再利用

使 

用
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